
開始 終了

9:00 ～ 9:10 開会式

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・ｸﾞﾙｰﾌﾟ分け、臨床実習指導者講習会の意義について

9:10 ～ 9:50 講　義
柔道整復師養成施設における
　　　臨床実習制度の理念と概要について（必須項目①）

9:50 ～ 10:20 アイスブレーキング

10:20 ～ 11:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 先生にとっての施術者とは？

11:00 ～ 11:10

11:10 ～ 11:50 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 先生にとっての教育者とは？

11:50 ～ 12:30 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 施術者と教育者の違いとは？（実習指導者として考えた場合）

12:30 13:15

13:15 ～ 14:00 講　義 『ティーチングスキルとコーチングスキル』

14:00 ～ 14:40 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
ティーチングスキルとコーチングスキルを
　　　　　　　　　　実習指導者としてどのように用いるか

14:40 ～ 14:50

14:50 ～ 15:35 講　義
臨床実習の到達目標と修了基準について
（必須項目②）

15:35 ～ 16:15 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
臨床実習の到達目標と修了基準について
(学生に求める目標と学生の習熟度(修了規準)について）
（必須項目②）

16:15 ～ 16:30

16:30 ～ 17:15 講　義 指導困難な学生にどのように対応するか

17:15 ～ 17:55 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
臨床実習指導者の在り方（必須項目④）
(指導困難な学生に対する指導者としての在り方について)

17:55 ～ 18:35 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
実習生受け入れのテーマ
「実習生に伝えたいこと・実習生が学ぶべきこと」

18:35 ～ 18:45 1日のまとめ・アンケート

18:45 終了

2024/8/4

休　憩

休　憩

お昼休憩

休　憩



9:00 ～ 9:40 講　義 認定実技審査について（審査項目及び内容について）

9:40 ～ 10:25 講　義
臨床実習プログラムの立案（必須項目③）
（実習計画書、デイリーノート、評価表について）

10:25 ～ 10:35

10:35 ～ 11:20 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
見学型　臨床実習プログラムの立案（必須項目③）
(見学型実習(3日or6日でどのようなプログラムを作成するか)

11:20 ～ 12:00 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
見学型　臨床実習での評価(中間・最終)について（必須項目⑤）

(作成したプログラムでどのように評価するか)

12:00 ～ 12:45 講　義 「学びを効果的にすすめるためには」

12:45 ～ 13:30

13:30 ～ 14:15 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
体験型　臨床実習プログラムの立案（必須項目③）
(体験型実習(6日間でどのようなプログラムを作成するか)

14:15 ～ 14:55 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
体験型　臨床実習での評価(中間・最終)について（必須項目⑤）

(作成したプログラムでどのように評価するか)

14:55 ～ 15:35 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
実習における実習生への指導上の注意点（必須項目⑥）

(患者への対応含む)

15:35 ～ 15:50

15:50 ～ 16:35 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ
実習生からの臨床実習指導者に対する評価について(必須項目⑤）
(どのような評価項目が必要と考えられるか)

16:35 ～ 17:05 報告用のレポート作成、アンケート記入

17:05 ～ 17:35 発 表 個人発表

17:35 ～ 17:55 総まとめ、振り返り

17:55 ～ 18:10 閉講式     修了証書授与・記念写真撮影

18:10 終了

2024/8/11

休　憩

お昼休憩

休　憩


